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熱帯の苗畑病害 (10) 小 林享夫

斑点性病害

熱帯における有用樹種の養苗期間はだいたい6か月から 10か月と概して短かい。

しかしこの短かい養苗期間中にも，沢山の病害が発生して被害をもたらす。楽に発生

する斑点、性病筈の中にも，激しい落葉から苗木の生育不良や枯死をもたらして，得苗

率の大幅減少をまねくものがある。ここでは，東南アジアと南米の一部での乏しい見

聞の中から 2，3の顕著な病害を選んで解説して，ひとまず苗畑病害シ リーズをしめ

くく ることにしfこい。

1. ナラ (narra)の褐斑病と黒やに病

ポットあるいは直播床で養苗中のナラ(インドシタン，Pterocαrpus indicus) 

の苗に， しばしばこの二つの病気が併発して，落葉から著しい生育抑制をおこし，生

育の遅れた苗は以後立直れず，山出し得苗率の低下を招く。

褐斑病 (Brownleaf spot)は始め葉に淡褐色，径 2-3mmで円形の病斑を多

数形成する。病斑はのち 10mm大の不整円状褐色病斑となり，ついで中央部が灰褐

色から灰白色に変ずる。病斑の表裏両面に微小な小黒点 (病原菌の子座)を散生し，

やがて暗緑~黒緑色のすすかび状物(病原菌の分生胞子塊で覆われる。病葉はしだい

に脱落し，激しい権病苗はほとんど葉を失って裸かになり，生長は停止する。

本病の病原菌は糸状菌(カビ)の一種で， 1978年マレーシアか らCercosporα

pterocαrpicola YEN， 1979年フィリピンからC.guzmαnii KOBA Y ASHIとそれぞ

れ別個に新種登録されたが，国際命名規約により後者は前者の異名として処理された

(KOBAYASHI 1979， 1981; YEN 1978)。現在まで半島マレーシアとルソン島での分

布が知られている。ほかにサパ州(ボルネオ島)から同じ樹穫に CercosporαSp.

の記録があるが詳細は不明であり，フィリピン(ルソン島)から 1981年に病原菌を

C. cαnescens ELL. et MART. と記録された病害は，その病徴の記載と菌体写真等

から本病と同じものと判断された (QUINIONES& DAYAN 1981; WILLIAMS & Lru 

1976)。なお，Pterocαrpus属上にはアフリカのギニアから CercosporαnerVLse-

queπS KRANZによる斑点性病害が報告されているが (KRANZ1968)，本病とは異な

るものである。

褐斑病菌の伝播様式，乾季の存在形態など，その発生生態はまだ解明されていない

が，同属の病原菌の生態からみて，本病菌分生胞子は苗畑では濯水による水しぶき，

あるいは昆虫など小動物の体に付着して，病葉のごく近い周辺へ伝播するものと思わ

れる。

KOBAYASHI， Takao : Diseases in the Tropical Forest Nurseries (10) Leaf spot diseases 
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写真ー1 A~C : ナラ(インドシタン)の褐斑病(A，病葉 ; B，子座と分

生子柄 ;C，分生胞子)D~E ナラの黒ゃに病 (D，病葉 ;E，子
のう殻子座)F~G: クパンの黒ゃに病 (F ， 病葉 ; G，子のう殻

子座)

褐斑病発生白畑では，しばしば黒ゃに病 (Tarspot)の併発が認められる。黒ゃ

に病の場合は，緑菜上に黒色 1~3mm 大のかさぶた状菌休(病原菌の子座)を形成，

のちこの子~の周りがしだいに灰褐色~灰白色に変わり，類円状の病斑を形成する。
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したがって，通常 1病斑の中央に l個の黒色子座を有する。これは病原菌 Phyllα-

chorαpterocarpιSYDOWの子のう殻子座で， この中で成熟した子のう胞子が水を

含んだあと空中に放出されて，空気伝染をする。

本病菌は 1912年南アフリカでムニンガ (Pterocαrpusαngolensis)上に記載さ

れた種類で，アジア，アフリカ各地で各種の Pterocαrpus属樹木に黒ゃに病をおこ

し，フィリピンでは 1914年以来ルソン，パラワン， ミンダナオの各島において記録

されている(小林 1978，1979，百ODORO1937)。しかし， いずれも菌学的，地誌的

記録で，病気としての発生生態に関する調査はない。

マメ科樹木では，ほかにクパン (Parkiαroxburgii)の苗木に黒ゃに病が発生し，

葉の黄化と落葉をおこしているのを，ルソン島の苗焔で観察した。この病原菌は近縁

問属の Phyllachorαpαrkiαe1王ENN.で， やはり子のう胞子による風媒伝播である。

フィリピンのルソン島からのみ記録されている (HENNINGS1908; TEODORO 1937)。

褐斑病と黒ゃに病は防除の実績はないが，被害苗を除去し，銅水和剤かマンネブ剤

(，、ずれも 500倍)の月 2回散布が有効と恩われる。

2. カトアンパンカル (kaatoanbangkal)の線毛褐斑病

カトアンパンカル (Anthocephaluschinensis)は近年早生樹種のひとつとして

用いられている。本病が実生幼苗期に発生すると生育が停滞し不揃いとなる。

始め葉に小褐点を多数生じ，これは 1-数 mm大のやや不整角斑状の褐色~黒褐

色の斑点となる。 1葉に 100個以上の病斑が形成されることも珍らしくない。病斑表

面に微小な小黒点を散生し，これは拡大鏡(ルーペ)でみると黒色壷i状の毛様体(病

原菌の分生子柄束)として見える。病葉はのち両縁よ り巻込んで落葉する。

本病は フィリピンのルソン島で 1977年に発見され， 病原菌は新種 Phaeoisαn

opsisαnthocephalαKOBAYASHIと記載された(小林1978)。その後ルソン島以外

では観察されず， フィリピン固有種のようである。防除はナラの褐斑病に準ずる。

3. センダンの斑点病

小葉に 2-数 mm大の褐色円斑を多数生じ，のち病斑中央は灰褐色から灰白色に

なる。病斑表裏面には暗緑色~灰黒色すすかび状小塊(病原菌の分生胞子塊)を多量

に形成する。病小葉は両縁より巻込んで落葉する。幼苗期の発生は苗の著しい生育の

遅れをもたらし最終的には極端な生育不揃いと得苗率の低下を来たす。

本病は糸状菌の一種 CercosporαmeliaeELLIS et Ev.によっておこされる。本

病は米国(メキシコ湾岸諸州)，プエルトリ コ， ノマラグアイなど，北米 ・南米両大陸

の熱帯 ・亜熱帯地域に分布するようで，苗畑ではそうか病 (Sphαcelomαmeliae

BIT. et C. NETO)とともにタイワンセンダン(パライソ)の重要病害となっている。

センタン属にはこのほかアジア(日本，中国，台湾，イン ド)に褐斑病 (Cercosporα

subsessilis SYDOW)が広く分布し，アルゼン チンか らは Cercosporameliicola 

SPEG.が報告されている (CHUPP1953 ;小林1984)。

防除はナラの褐斑病に準ずる。
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写真ー2A-C:カト アンパンカルの線毛褐斑病(A， 病葉 ;B，分生子柄
東 C，分生胞子)D-E タイワンセンダン(パライソ)の斑点
病 (D，病葉 ;E，分生胞子)
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